
業務がフレキシブルに行える、モジュール化による仕組みづくり

株式会社ベーシック

白旗なのはなクリニック御中

生産性＆顧客満足度が向上し、いつ誰が辞めても困らない

業務の見える化プロジェクト

≪2025年３月~６月≫



株式会社ベーシック

人は誰しも素晴らしい潜在能力（強み・パワー）と可能性を持っています。
人と組織の限りない潜在能力を最大化させ、企業の永続的発展をサポートする事が、弊社のミッションです。

人材と組織の潜在能力を最大化させ、成長する喜びを支える



会社概要会社概要

社名 株式会社ベーシック

所在地 東京都港区南青山2-2-15-942

代表者 田原祐子（社会構想大学院大学 教授）

設立 1998年

主な事業
人材育成、教育プログラム策定、組織開発、
ナレッジ・マネジメント（暗黙知の形式知化）

資本金 1000万円

実績

経済産業省、特許庁、国土交通省、厚生労働省、内閣府、中国
経済産業局、日本郵便、かんぽ生命、電通、博報堂、三菱UFJリ
サーチ&コンサルティング、日本コンサルタントグループ、カゴ
メ、パナソニック、日立、三菱電機、出光興産、積水ハウス、
セキスイハイム、大和ハウス工業、住友林業、パナホーム、三
井ホーム、野村不動産、LIXIL、TOTO、ダイキン工業、YKKAP、
大建工業、コスモスイニシア、全国住宅産業協会、東京都不動
産協会、住宅新報社、新建ハウジング、電気新聞、荏原製作所、
ジャパン建材、三井住友海上火災保険、あいおいニッセイ同和
損保、ル・クルーゼ ジャポン、ミーレ・ジャパン、東京電力、
関西電力、中部電力、北海道電力、東北電力、北陸電力、中国
電力、四国電力、九州電力、沖縄電力、博報堂、病院、介護施
設、学校、商社、卸社、人材派遣会社、広告代理店、他多数

コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック －1－



経歴経歴経歴

外資系人材派遣会社において「教育トレーナー」として、企業研修およ

び派遣スタッフの育成を手掛ける。その後、新規事業開発のため経営コ

ンサルティング会社に移籍し、新規事業開発室長に就任。経営戦略・営

業戦略戦術を立案し、新規事業の普及拡大に努める。

1998年に、株式会社ベーシックを設立し、全国の電力会社本社・電機

メーカーにて、電力会社の新規事業（オープンイノベーション）オール

電化普及拡大を手掛ける。人材育成・組織開発・営業戦略・マーケティ

ングを連動させ、実践・検証・分析を売り返しながら、“実践知（ナ

レッジ・ノウハウ）”を蓄積・共有化し、拡販スキームを構築しシェア

は70倍を超える。震災後は、このノウハウを広く、事業会社・学校法

人・医療法人（病院・介護）・士業・伝統工芸社などに広め、人と組織

の限りない可能性を最大化して、クライアント企業の発展および事業継

承に寄与している。また、特許庁、経済産業省、環境省、厚生労働省の

委員や受託事業を手掛け、新規ビジネスモデルやコンテンツ開発に寄与。

厚生労働省の職業訓練関係の委員を2023年まで委託されている。

現在は、会社経営と並行して、専門職大学院の教授として、［人材育成

の基礎］［ナレッジ・マネジメント］［学習する組織］の授業を担当し、

官僚、企業経営者・幹部、マネジメント者に、自社で活用できる、実践

理論を指導。また、企業の取締役・執行役員へのアドバイザーや研修、

エグゼクティブ・ビジネスコーチングを担当している。

代表者 プロフィール

長年、東証一部上場企業10社において、オープンイノベーション・営業戦略・暗黙知の形式知化（Knowledge Management）人材育成（人材開発・教育プロ
グラム開発構築・Diversity＆Inclusion・女性戦力化）・マーケティング戦略・システム企画を包括的に手掛け、現在は、大学院教授、上場企業２社社外取締
役に就任しています。経営層の視点から、貴社に最適な、実現可能かつ、企業価値向上に寄与する、最適なアドバイスをさせていただくことが可能です。

田原 祐子

代表取締役

社会構想大学院大学

実務教育研究科 教授
兼松株式会社 社外取締役

サンヨーホームズ株式会社

社外取締役 監査等委員

株式会社南都銀行 社外取締役

http://www.basic7.com

The Institute of 

Management Consultants
[Certified Management 
Consultant］
国際公認経営コンサルティング協議会

日本ナレッジ・マネジメ
ント学会 理事
（新産業革命研究部会長）

GCDF
キャリア・カウンセラー
（米国）

【学歴・資格等】
関西学院大学卒業、東北大学産学連携教育イノベーター育成プログラム（履修証明プログラム）修了、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス 環境情報学部 武藤佳恭研究室研究員
東京大学エクステンション株式会社データサイエンススクール事業マネジメントコース修了、都市経営プロフェッショナルスクール公民連携事業課程修了、公益社団法人日本バリュー・エンジニアリング
協会VEの基本講座修了、一般社団法人 日本取締役協会 社外取締役トレーニング修了、一般社団法人 日本取締役協会経営幹部のためのコーポレート・ガバナンス研修修了、サリー・ヘルゲセン「グロー
バル基準で活躍できる女性リーダー育成法を学ぶスペシャルプログラム」修了、ビジネスコーチ株式会社 エグゼクティブコーチプログラム修了、GCDF-Japan キャリアカウンセラー（米国CCE,Inc.）、
介護離職防止対策アドバイザー、不動産後見取引士、文部科学省後援ビジネス系検定秘書検定一級、TPIファシリテーター（ルー・タイス潜在能力開発プログラム）修了、京都大学経営管理大学院MBA

「企業価値評価とファイナンス」コース修了、現在、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科 博士課程後期に在籍中
コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック －2－

http://www.--------.jp/


会社沿革

人材は知恵を生み出し、知恵は新たな事業を生み出します。

人的資本・知的資本は、企業の“次なる事業”を創出し企業価値向上に貢献する、無形資産です。

有形資産は過去の事業の成果であり、無形資産は未来の企業価値を生み出す、投資家も注目している価値であり、企業にとって最大の資産です。

1998 7月 弊社設立、1冊目の書籍を出版

1999 1月 電力会社の新規事業開発開始

2000 3月 女性活躍推進事業開始

2004 4月 全電力会社の本社とコンサルティング開始

2005 4月 ガイドライン・マニュアル製作開始

2006 10月 複数のシステム企画開発・リリース

2007 1月 システム導入支援開始（SFA-CRM,3D等）

2011

3月 14冊目の書籍を出版

4月
震災を機に、事業会社・医療法人・学校法人・士
業・伝統工芸社のコンサルティングを開始

2012 4月
大手電機メーカーのフランチャイズ育成事業戦略開
発・指導開始

2018 4月 日本ナレッジ・マネジメント学会理事に就任

2018 6月 サンヨーホームズ㈱社外取締役に就任

2019 6月 兼松㈱社外取締役に就任

2020 4月 社会情報大学院大学客員教授に就任（現在は教授）

コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック －3－



フレーム＆ワークモジュールⓇ
弊社独自のコアメソドロジー。DXにも対応できる秀逸な「人材育成・組織開発と、ナレッジマネジメント」のフレームワークです。
国際会議をはじめとする複数の学会で発表して絶賛され、現在は大学院にて官僚および企業関係者に指導しています。

仕事ができる人材の「暗黙知を形式知化」し、抽出したナレッジを組織で共有し、データを蓄積します。

1998 4月 ナレッジ・マネジメントの独自理論を確立

2000 4月 オール電化拡販に独自理論を活用して人材育成・組織開発を開始

2014
9月 ICMCI国際カンファレンス（ソウル大会）で発表、世界の参加者が絶賛

10月 半導体で著名な故東北大学大見教授に認められ、理論の論文化を開始

2015 1月 第67回全国能率大会（経産省後援）全日本能率連盟賞受賞

2015 6月 日本経営システム学会にて発表

2016 1月 第68回全国能率大会（経産省後援）全日本能率連盟賞受賞

2018 1月 第70回全国能率大会（経産省後援）優秀論文賞受賞

2020 4月 社会構想大学院大学（専門職大学院）にて客員教授（現在、教授）
コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック －4－

東北大学 大学院
未来科学技術共同研究センター

故大見忠弘教授



全能連マネジメント・アワード2023

『コンサルタント・オブ・ザイヤー』受賞
フレーム＆ワークモジュールⓇメソドロジーを活用したプロジェクト

コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック －5－

＊最終審査発表資料より、知を共有する３つのパターン



全能連マネジメント・アワード2024

『プログラム・イノベーター・オブ・ザ・イヤー』受賞
フレーム＆ワークモジュールⓇメソドロジーを活用したプロジェクト

コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック －6－

＊最終審査発表資料より、知を共有する３つのパターン

人材・組織・企業に内在する暗黙知を
形式知化＆学習＆深化させる

「再現可能なしくみづくり」

〜人的資本経営・モジュール化思考によるナレッジマネジメント〜



業務がフレキシブルに行える、モジュール化による仕組みづくり

株式会社ベーシック

白旗なのはなクリニック御中

生産性＆顧客満足度が向上し、いつ誰が辞めても困らない

業務の見える化プロジェクト

≪2025年３月~６月≫



コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック-1 -

ご提案の背景

＊ご提案の目的

現在、多くのクリニックで人手不足や、突然の職員退職が増加しています。
このような事態は、医療業界だけでなく、保育関連や一般企業等でも
常態化しており、加えて、若手の早期離職、ベテランの定年退職等も
大きな課題となっています。
そのため、経営側は、これらの事態をあらかじめ想定し、そのような場合にも
困らぬよう、【業務を見える化し、フレキシブルにまわせる仕組み】を構築
しておく必要があります。

そのため、今回は、短期間（４カ月間）で、
【業務を見える化し、フレキシブルにまわせる仕組み】を構築し、
その仕組みをもとに、
新たな【人を育てる仕組み】をご提案させていただくものです。

貴クリニックのお役に、少しでも立てれば、幸いに存じます。
何卒よろしくご高覧・ご検討くださいますよう、お願い申し上げます。

株式会社ベーシック 代表取締役 田原祐子



コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック-２ -

ご提案スケジュール

＊４カ月間で最低限のライン業務が回せる仕組みを作る

本来、この取り組みは、１年間をかけ、各月に多い疾患等をカレンダーで
把握しながら、年間を通じたしくみを構築していくことが望ましいものですが、
今回は、あえて４カ月で、「最低限のライン業務」が回せる仕組みの構築を
ご提案させていただきます。

３月：３月末で退職予定の看護師の業務を中心に、【業務を見える化】
４月：上記以外のクリニック【業務全般を見える化】
５月：【業務をまわせる仕組み】による、マネジメントの効率化を実施、
上記で構築した仕組みをもとに、
６月：【人を育てる仕組み】を構築する スケジュールをご提案します。

※上記の仕組みは、モジュール化（業務を仕分けし分解すること）によって構築し
 業務を難易度ごとに、ABCランクにわけ、採用した人材のスキル・レベルに合わせ
 その都度、最適な業務分担・役割分担ができるように、実施していきます。

⇒ これによって、【フレキシブルに業務がまわせる仕組み】が実現します。
※上記は、全能連マネジメントアワードで、表彰されたメソッドです。



コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック-3-

ご提案の概要【ABCの３つの取組み】

A:業務を見える化し、人材を育て、業務の品質を向上させる土台づくり 
①業務の見える化・業務（モジュール）一覧表の作成              ⇒業務一覧表
 ②生産性向上のための業務の清流化                     ⇒清流化チェック表
 ③業務の見える化&「判断ポイント・思考プロセス」の理解              ⇒KWリスト作成

B：業務が自動的にまわるしくみづくり
④ ①②③を活用した人が育ち、業務が自動的にまわるしくみづくり ⇒ミーティング

 ⑤KWリストを活用した、（個人）PDCA&（チーム）PDCA   ⇒PDCA計画シート
 ⑥社内のルール・担当決め    ⇒業務担当表

C:業務以外の、心構え・健全なコミュニケーションの領域
 ⑦ビジネスマナー    ⇒ eラーニング講座によるビジネスマナー（報告・連絡・相談等）
 ⑧メンタルサポート ⇒他責にせず自分が変わる「メンタルデトックス」eラーニング講座

目的：業務を見える化し、業務の品質と生産性が向上し
人が育つ仕組みづくり



コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック-4-

①業務（モジュール）一覧表の作成

・業務（モジュール）一覧表

→どのような仕事があるかを表す一覧表

モジュール単位でわけて一覧にする

業務を分解したもの

業務モジュール一覧表に記載する事項

❶ モジュール（業務）のボリューム（量）…大中小

➋ モジュール（業務）の難易度…ABC⇒評価

❸ モジュール（業務）の頻度…日・週・月・半年・年間・突発的な業務

数年に１回しかないが、大切な業務等

A:業務の見える化・生産性向上



コピー無断転用を禁ずる。著作権：株式会社ベーシック-5-

②生産性向上のための業務の清流化

・清流化（業務のフロー）チェック

→仕事を行う上で、正しい業務の流れを掴み、

業務のムリ・ムラ・ムダを省いて、生産性を向上させ、

ミスや忘れを、撲滅する

❹ モジュール一覧表の業務の仕分け

❺ プロジェクトで整理する優先順位（４カ月間で最低限のラインを整える）

❻ ムリ・ムラ・ムダの排除（❸の業務について実施）

❼ 業務の質と量の決定（❸の業務について実施）人によるバラツキを防ぐ

【テーマ】管理業務1年間業務フロー

理事会開催手配 会場準備 事務業務 左記の理事会準備に加えて 左記の理事会に加えて下記を 事務業務 総会 事務業務
・理事会会場予約 ・会場の設営 ・議事録案作成 下記の準備をする。 実施する ・議事録案作成 ・開会あいさつ ・議事録案作成
・理事会日程調整 ・出欠票確認 ・議事録案回覧 ・議事録案回覧 ・出席組合員数、議決権数報告 ・議事録案回覧
・理事会開催案内作成、 ・議事録投函・郵送 総会議案書案作成 管理事務報告及び重要事項説明 ・議事録投函・郵送 ・第1号議案説明、質疑応答、 ・議事録投函・郵送
・理事会開催案内投函・郵送 ・課題進捗管理表更新 ・総会議案書案作成 総会議案書案の提案説明、審議 ・課題進捗管理表更新 ・第2号議案説明、質疑応答、 ・社内出席報告

・社内出席報告 ・総会議案書案社内回覧 ・社内出席報告 ・第〇号議案説明、質疑応答、
理事会資料作成 理事会 契約関係書類手続き ・第〇号議案説明、質疑応答、 承認事項の手配
①工事提案関係 ①管理受託業務報告 理事会決議事項の実行 事業収支方針稟議書作成 ・重要事項説明書受領書 総会準備 ・閉会あいさつ ・受注工事の手配
(1)長期修繕計画書上工事 ・月次収支報告 ・工事手配 (委託契約に変更無の場合) ・総会会場用意 ・承認予算の提出
・長期修繕計画書工事確認 ・管理費滞納未収報告 ・お知らせ・アンケート作成 契約関係書類用意 ・管理事務報告書受領書 ・出欠票回収、集計 ・口座名義変更書類提出
・工事見積・提案書作成依頼 ・点検報告 ・その他理事会承認事項の実行 ・重要事項説明書 ・監査報告書 契約書類手続き ・議案承認内容の実行
・見積・提案書内容の確認 ・重要事項説明書受領書 (決算書ファイルを監事に渡し、総会開催通知配布 ①今期理事長から署名捺印 懸案あれば上席に報告

②工事完了報告 ・管理事務報告書 確認後署名捺印をもらう) ・総会開催案内 ・工事注文書、請求書
(2)点検報告書上不具合改善工事 ・管理事務報告書受領書 ・出欠票・議決権行使書 ・管理委託契約書

・点検報告書確認 ③検討事項、提案 総会開催日程調整 ・会場案内図 (表紙契印、1ページ消印、署名
・不具合改善見積作成依頼 ・工事提案関係 ・監査報告書 ・来期役員出席要請 ・契約成立書面
・見積・提案内容の確認 ・管理組合収支管理関係 決算理事会日に発送日が間に ・重要事項説明会開催案内 ・契約成立書面受領書

・社内事業収支関係 合わない際は発送依頼をする ・重要事項説明書 ・重要事項説明書受領書
(3)顧客要望、能動的改善提案 ・火災保険関係 ・その他総会資料 (契約変更有りの場合)
・顧客の要望のヒアリング ・組合独自の課題関係 (長期修繕計画書) ・長期修繕計画書原本証書

・改善提案の検討 ・課題進捗管理表の報告 (大規模修繕工事資料) (長期修繕計画書見直しの議案
・管理規約原本証書

②管理組合収支管理関係 ④次回理事会日程決め (管理規約変更の議案が有の場
・月次収支報告書確認 ⑤理事長手続き書類署名捺印
・管理費滞納者の確認 ・工事注文書、請求書 ②来期理事長から署名捺印
・収支改善の提案 ・定時定額支払い指示書

・各種銀行口座変更書類
③社内事業収支関係 ・身分証のコピーを用意頂く
・定額外業務の一括化提案
・再委託業者の変更提案
・最低賃金改定に伴う値上げ提案
・業務形態・業務仕様の変更提案

④火災保険関係
⑤組合独自の課題関係

決算理事会理事会理事会準備 決算理事会後・総会準理事会後 決算理事会準備 総会 総会後決算理事会理事会理事会準備 決算理事会後・総会準理事会後 決算理事会準備 総会 総会後

A:業務の見える化・生産性向上

例：電話応対の流れの場合
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③業務の見える化&思考プロセスの見える化

・KWリスト

(Knowledge・Wisdomリスト)

→ただの手順だけでなく、その業務を

       行うときのコツや要領、失敗したこと

       成功したことなどの様々な知恵・知識・

情報＝ナレッジを「業務プロセス」と

「思考プロセス」に分けて記載するリスト

KWリストに「業務プロセス」と「思考プロセス」を分けて記載

❽ 業務プロセスの見える化

❾ 思考プロセスの見える化

❿ 判断ポイントの明確化（してよいこと、してはいけないこと等）

※KWリストの作成を、最速で進めるため、看護師の皆様にお話しいただいた内容を

録音していただき、それらをChatGPTで文字起こしし、KWリストを作成していただきます。

A:業務の見える化・生産性向上
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④業務が自動的にまわるしくみづくり

①②③を活用した、人材が育ち、業務が自動的にまわるしくみづくり

ルーティンワーク決め（PLAN）⇒実行（DO）⇒改善（CHECK）⇒継続（ACT）

B：業務が自動的にまわるしくみづくり

人は誰でも、仕事ができるようになれば、

成果が上がり、仕事が楽しくなり、熱意も高まります！

ステップ１

仕事が見える

ステップ２

仕事がわかる

ステップ３

仕事ができる

ステップ 4 

実績があがる！

楽しい！
熱意も高まる
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⑤KWリストを活した ワーク＆PDCA B：業務が自動的にまわるしくみづくり

※PDCAとは、Plan（プラン＝計画）Do（ドゥ＝実行）Check（チェック＝分析）

Action（アクション＝改善）の頭文字【個人】でも、【チーム】でもPDCAを回します

KWリストを元に業務を実践し、気づきやナレッジを得て、改善のために工夫し、再度実践することを、

サイクルのように繰り返し行います。個々が実践したワーク・PDCAを整理する場として、定期的なナ

レッジミーティング（ミニミーティング）をルーティーン化し、記録します

PDCAとナレッジミーティングを繰り返すことで、
KWリストの精度が徐々に上がり

業務の質と量が改善され、KWリストも進化していきます

P  :Plan……プラン（計画）
D  :Do……ドゥ（実行）
C :Check…チェック（分析）
A :Action…アクション（改善）
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⑥社内のルール・担当決め B：業務が自動的にまわるしくみづくり

みんなが気持ちよく働ける！
⇓

業務の品質が向上し価値も高まる！

KWリストの作成 ⇒ 組織の 「ルール本」！
ワーク＆PDCA・ナレッジミーティング⇒コミュニケーション・知恵の共有の場

「ルーティン化」

私たちが
気持ち良く働くため

のルール本

年・月・週・日にすべきことの明確化
PCCA中でルーティン化

・社内のルール・担当決め

→仕事の偏りなく、抜けモレなく、品質の高い仕事をするためのルール決め、担当決め
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⑦⑧ビジネスマナー・メンタルデトックス

・ビジネスマナー

→基本マナー、報告・連絡・相談、心理的安全性

eラーニング講座・マナテキスト

・メンタル・デトックス

→他責にせず、自らが変わることで、組織全体が活性化する

eラーニング・メンタルデトックス冊子

C:業務以外の、心構え・
健全なコミュニケーションの領域

がんばりやのあなたをラクにする
メンタルデトックス
（田原祐子著）

ココロの悩みがパッと消える本
―すっきりする!元気になる！
（プレジデント社 ムック）



【参考資料】モジュール化的なワークスタイル

組織 モジュール化により、新しい働き方を実践している企業

→ソフトバンク「ショートタイムワーク」
「ショートタイムワーク」とは…

障がいなど何らかの理由で長時間勤務が難しく就労の機会を得づらい方を対象とした、

「週20時間未満」の超短時間で就労できる働き方。多様な人々が共に働ける環境づくりに取り組む。
（東京大学先端科学技術研究センター（以下、東大先端研）の近藤教授が提唱する
 「超短時間雇用モデル」を基に近藤教授とソフトバンクで仕組み化。

※ショートタイムワークを取り入れることで、就労機会を得る人材が増える

2022-09-29ソフトバンクニュース 週20時間未満から働く「ショートタイムワーク」って、どんな働き方？を参考に、
上記２つの図表を作成（参考資料 https://www.softbank.jp/sbnews/entry/20220929_01）

[図12：私たちの取り組み】（ソフトバンク）
[表３：日本型雇用・社会制度の現状と課題】
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